
奈
早

興
福
寺

旧

境
内

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
登
大
路
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
九
月
１

一
九
九
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
西
藤
清
秀

・
見
須
俊
介

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
奈
良
市
登
大
路
町
に
所
在
し
、
県
庁
の
庁
舎
の
北
東
に
あ
た
る
。

こ
の
地
は
奈
良
県
庁
分
庁
舎
お
よ
び
地
下
駐
車
場
の
建
設
地
で
、
こ
れ
に
伴

い
発
掘
調
査
が

一
九
九
三
年
九

月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
。
調
査
面
積
は
四
〇

〇
〇
話
を
こ
え
た
。
こ
の
地
は

興
福
寺
旧
境
内
の
北
東
隅
に
あ

た
る
も
の
の
、
同
地
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
は
、
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
の
が
当
時
の
状
況
で

あ

っ
た
。

こ
の
発
掘
調
査
で
ま
ず
目
を
引
い
た
も
の
は

一
二
１

一
三
世
紀
を
中
心
と
し

た
土
師
器
皿
が
大
量
に
出
上
し
た
土
坑
群
、
二
〇
基
近
く
の
井
戸
群
で
あ
る
。

土
坑
は
当
初
か
ら
土
器
廃
棄
を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
最
初
池
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
に
土
器
が
投
げ
込
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
。
井
戸
も
、
土
層
堆
積

か
ら
判
断
す
る
と
当
初
本
来
の
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
が
、
使
用
さ
れ
な
く
な

る
と
土
器
廃
棄
坑
と
し
て
使
用
さ
れ
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
土
師
器
皿
の
詳

細
な
個
体
数
は
わ
か
ら
な
い
が
、
数
万
、
ま
た
は
十
数
万
出
上
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
儀
式
後
の
宴
会

（直
〈０

に
お
い
て
使
用
さ
れ

た
と
み
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

一
回
限
り
の
使
い
捨
て
で
あ
る
。

今
回
柿
経
が
出
土
し
た
遺
構
は
こ
の
よ
う
な
土
坑
群
の
中
の

一
つ
だ
が
、
こ

の
土
坑
中
か
ら
は
土
師
器
皿
は
殆
ど
出
土
し
て
い
な
い
。
形
状
は
東
西
に
長
い

隅
九
方
形
で
、
規
模
は
東
西
五

・
六
ｍ
南
北
三

・
七
ｍ
で
あ
る
。
共
伴
遺
物
は

経
軸
状
の
木
製
棒
、
漆
器
椀
、
中
国
製
磁
器
、
瓦
質
土
器
で
あ
る
。
遺
構
の
年

代
は

一
四
―

一
五
世
紀
と
み
ら
れ
、
土
師
器
皿
の
年
代
観
よ
り
新
し
い
。

柿
経
自
体
は
第

一
層
の
埋
土
で
あ
る
炭
化
物
を
多
く
含
む
黒
色
粘
砂
質
土
を

除
去
し
、
第

一
層
の
最
下
ま
で
達
し
た
時
点
で
、
ほ
ぼ
全
て
が
検
出
さ
れ
た
が
、

第
二
層
に
あ
た
る
緑
灰
色
の
弱
粘
質
土
内
か
ら
も

一
部
の
経
軸
が
出
土
し
て
い

る

（写
真
・
出
土
状
況
②
）。
柿
経
は
大
き
く
南
北
二
つ
に
分
か
れ
て
分
布
す
る
。

南
群
の
柿
経
は
、
同
方
向
を
向
け
て
大
量
に
並
べ
ら
れ
た
経
軸
状
の
棒
の
上
に

置
か
れ
て
い
た
。　
一
方
、
北
群
の
柿
経
は
経
軸
状
の
棒
に
き
ち
ん
と
乗
っ
て
お

ら
ず
、　
一
部
の
経
軸
の
向
き
が
南
北
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ず
れ
落
ち
た

(奈 良)



1995年出上の木簡

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

柿
経
以
下
の
埋
土
は
水
分
を
多
く

含
む
緑
灰
色
を
基
調
と
し
た
砂
質
土

で
推
移
し
、
柿
経
、
経
軸
と
も
こ
の

水
分
の
影
響
を
受
け
軟
化
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
遺
物
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め

に
い
っ
た
ん
周
囲
の
土
と
と
も
に
取

り
上
げ
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後

一
九

九
五
年
度
に
な
り
経
軸
、
お
よ
び
幾

重
に
も
重
な
っ
た
経
を

一
つ
一
つ
分

解
し
た
が
、
経
自
合
の
肉
厚
が
薄
い

こ
と
と
木
質
が
軟
化
し
て
い
る
た
め

に
分
解
作
業
は
困
難
を
極
め
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

全
体
に
わ
た
る
整
理

・
解
読
を
行
な
っ
て
い
な
い
た
め
正
確
な
数
字
は
不
明

で
あ
る
が
、
約
二
六
束
分
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、　
一
束
二
〇
枚
と
し
て
計
算

し
破
損
し
た
も
の
も
含
め
る
と
出
土
点
数
は
六
〇
〇
点
近
く
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
の
釈
文
を
示
す
に
と
ど
め
て
お
き
、
詳
細
は

報
告
書
に
譲
り
た
い
。

「世
中
若
有
善
男
子
善
女
人
お
所
住
処
有
此
経
　
下
三
」

「事
唯
願
世
尊
為
現
在
未
来

一
切
衆
生
稀
揚
地
　
　
　
」

「典
及
手
像
是
人
更
能
転
読
経
典
燿
輸
〕
　
　
」

「者
又
家
世
尊
普
告
大
衆
欲
稀
揚
地
蔵
利
益
等
」

「我
常
日
夜
以
本
神
力
衛
護
是
人
乃
至
水
火
盗
」

「過
去
現
在
未
来
諸
仏
説
其
功
徳
猶
不
能
尽
向
」

出土状況(1)

出土状況(2)



「賊
大
横
小
横

一
切
悪
事
悉
皆
消
滅
　
　
　
」

〔
正
〕

「無
量
諸
仏
異
口
同
音
讃
歎
地
蔵
芋
云
何
使
」

「仏
告
地
神
堅
牢
汝
大
神
力
諸
神
少
及
何
以
故
」

「徳
及
不
思
議
威
神
之
力
我
己
聞
世
尊
与
十
方
」

〔
」い
〕

「閻
浮
土
地
悉
赤
汝
護
乃
至
草
木
沙
石
稲
摩
竹
」

「苦
衆
生
於
千
万
億
世
界
化
千
万
億
身
所
有
功
」

「章
穀
米
宝
貝
従
地
而
有
皆
因
汝
力
又
当
稀
揚
　
」

（
術
）

「世
尊
是
地
蔵
サ
摩
子
摩
詞
薩
具
大
慈
悲
憐
愁
罪
」

「地
蔵
手
利
益
之
事
汝
之
功
徳
及
以
神
通
百
　
」

「詞
薩
名
観
世
音
従
座
而
起
胡
脆
合
掌
白
仏
言
」

「千
倍
羹
常
分
地
神
若
未
来
世
中
有
善
男
子
善
」

「
三
貌
三
菩
提
事
説
是
語
時
会
中
有
　
摩
　
　
」

（
行
）

「女
人
供
養
手
及
転
読
読
是
経
但
依
地
蔵
本
願
」

「事
超
聖
因
事
證
十
地
事
畢
党
不
退
阿
褥
多
羅
」

llり

「経

一
事
修
行
者
汝
以
本
神
力
而
擁
護
之
勿
令

一
」

「讃
歎
地
蔵
芋
於
人
天
中
利
益
等
事
不
思
議
　
　
」

「切
災
害
及
不
如
意
事
鞭
聞
於
耳
何
況
令
受
非
」

「
人
部
人
非
人
等
聴
吾
今
日
終
切
利
天
宮
稀
揚
」

「但
汝
独
護
是
人
故
亦
有
釈
梵
容
属
諸
天
舎
属
」

「如
是
等
墓
相
光
已
出
微
妙
音
告
諸
大
衆
天
龍
」

「擁
護
是
人
何
故
得
如
是
聖
賢
擁
護
皆
由
皓
礼
」

「殿
墓
光
海
雲
墓
光
大
海
雲
墓
光
於
頂
門
上
放
」

「地
蔵
形
像
及
転
読
是
本
願
経
故
自
然
畢
党
出
」

「墓
光
月
輪
墓
光
大
月
輪
墓
光
宮
殿
墓
光
宮
　
」

「離
苦
海
證
涅
槃
楽
以
是
之
故
得
大
擁
護
　
　
」

「光
宝
輪
墓
光
大
宝
輪
墓
光
日
輪
墓
光
大
日
輪
」

「地
蔵
菩
薩
本
願
経
見
聞
利
益
品
第
十
二
　
　
」

「墓
相
光
大
慶
雲
墓
相
光
千
輸
墓
光
大
千
輪
墓
」



1995年出土の木簡

⑬
　
。
「（
時
世
尊
従
頂
門
上
放
百
千
万
億
大
墓
相
光
」

。
「
光
大
縁
墓
相
光
金
墓
相
光
大
金
墓
相
光
慶
雲
」

⑬
　
。
「
所
謂
白
墓
相
光
大
白
墓
相
光
瑞
墓
相
光
大
瑞
」

。
「
大
碧
墓
相
光
紅
墓
相
光
大
紅
墓
相
光
縁
墓
相
」

の
　
。
「墓
相
光
玉
墓
相
光
大
玉
墓
相
光
紫
墓
相
光
大
」

Ｌ

紫
墓
相
光
青
墓
相
光
大
青
墓
相
光
碧
墓
相
光
」

柿
経
は
幅
約
二
伽
長
さ
約
二
五
伽
で
、
〇

一
一
型
式
、
頭
部
は
圭
頭
状
を
呈

す
る
。
厚
さ
は
最
も
厚
い
も
の
で
約

一
ｍｍ
、
薄
い
も
の
で
は
約
Ｏ

。
三
血
程
度

で
あ
る
。
経
文
は
両
面
に
書
か
れ
て
お
り
、
書
体
も
複
数
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

側
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
内
容
は
地
蔵
菩
薩
本
願
経

（上
下
三
巻
。
『大
正

新
修
大
蔵
経
』
第
一
三
巻
所
収
）
で
あ
る

（傍
注
は

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
よ
る
校

訂
）。
出
土
状
態
で
柿
経
の
東
に
は
小
さ
な
単
位
が
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
単

位
毎
に
組
で
く
く
ら
れ
た
跡
が
あ
り
、
最
初
の
部
分
に
は

「下
三
」
の
よ
う
に

束
の
順
番
を
示
す
番
号
が
記
さ
れ
て
い
た

（ω
）
。
こ
の
よ
う
な
番
号
は
他
に

も
多
く
み
ら
れ
、
「中
十
」
と
記
さ
れ
た
も
の
な
ど
も
あ
る
の
で
、
全
体
で
は

上

。
中

・
下
に
分
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
束
の
分
布
を
み
る
と
、

「
下
」
の
も
の
は

一
カ
所
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
束
の
番
号
の
続
く
も
の
が
隣

接
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
上

・
中

・
下
ご
と
に
順
番
に
な
っ
た
も
の
を
そ

の
ま
ま
ま
と
め
て
埋
納
し
た
ら
し
い
。

経
は
束
の
状
態
で
出
上
し
た
の
で
、
東
を
解
体
す
る
際
に
は
表
裏
を
区
別
し

て
整
理
し
た
。
釈
文
の
ω
ｌ
の
は

一
束
分
を
そ
の
ま
ま
順
に
掲
げ
た
も
の
で
あ

る
が
、
側
表
↓
②
表
↓
…
↓
⑬
表
↓
鉤
表
↓
鉤
裏
↓
⑩
裏
↓
…
↓
②
裏
↓
ω
裏

の
順
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
柿
経
は
、
一扇
の
よ
う
に
開
い
た

状
態
で
右
か
ら
順
に
読
み
、
左
端
に
到
達
し
た
後
に
裏
返
し
、
再
び
右
端
か
ら

読
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
各
経
は
表
裏
と
も
に
原
則
と
し
て

一
七
文
字
を
記
す

が
、
中
に
は

一
五
文
字
や

一
人
文
字
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

な
お
同
時
に
出
土
し
た
経
軸
に
は
細
い
円
柱
状
の
も
の
と
先
端
に
九
み
を
も

た
せ
た
も
の
の
二
種
類
が
あ
り
、
両
者
と
も
両
先
端
に
漆
が
塗
布
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
調
査
で
出
土
し
た
柿
経
の
特
色
は
、
二
〇
枚
で
東
ね

た
も
の
が
上

。
中

・
下
毎
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
埋
納
当
時
の
姿
を
ほ
ぼ
完
全
に

残
し
て
い
た
点
に
あ
る
。
今
後
も
様
々
な
観
点
か
ら
の
考
察
が
可
能
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
な
お
柿
経
の
出
土
例
と
し
て
は
元
興
寺
極
楽
坊
出
土
の
も
の
が
有

名
で
あ
る
が

（『日
本
仏
教
民
俗
基
礎
資
料
集
成
　
エハ　
元
興
寺
極
楽
坊
Ⅳ
』
中
央
公

論
美
術
出
版
　
一
九
七
五
年
）、
興
福
寺
旧
境
内
に
お
い
て
過
去
に
も
出
土
例
が

あ
り
、
地
蔵
菩
薩
本
願
経
の
柿
経
二
九
〇
点
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
九
号
）。

ま
た
旧
春
日
若
宮
神
主
家
、
千
鳥
家
の
屋
敷
内
所
在
の
人
王
子
神
社
か
ら
は
約

一
四
〇
点
が
出
土
し
て
い
る

（『奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
四
七

平
隆
寺
　
（付
）
奈
良
市
高
畑
町
八
王
子
神
社
出
土
懸
仏
』
　

一
九
人
四
年
）。
こ
れ

も
同
じ
く
地
蔵
菩
薩
本
願
経
で
あ
る
。



９
　
関
係
文
献

西
藤
清
秀

。
見
須
俊
介

「奈
良
市
興
福
寺
旧
境
内
」
令
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報

一
九
九
三
年
度
』

一
九
九
四
年
）

（８．‐
７
・９　観顕熱
新
）

▲冨
生
ロ

団
体
会
員
制
の
導
入
に
つ
い
て

本
会
は
従
来
、
会
員
と
し
て
個
人
の
み
を
対
象
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

発
掘
調
査
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
も
広
く
入
会
を
求
め
る
た
め
、

委
員
会
を
中
心
に
団
体
会
員
制
の
導
入
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、　
一
九
九
二
年

一
二
月
二
日
の
第

一
七
回
木
簡
学
会
総
会
に
お
い
て

会
則
第
五
条
第

一
項

。
第
二
項
の
改
正
が
承
認
さ
れ
、
団
体
会
員
制
を
導

入
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

（改
正
後
の
新
会
則
は
本
号
一
九
六
買
に
掲

載
）。団
体
会
員
制
の
運
用
は
次
の
通
り
と
し
ま
す
。
対
象
と
す
る
団
体
は
、

各
自
治
体
の
教
育
委
員
会
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
発
掘
調
査
を

行
な
う
機
関
と
し
、
機
関
と
し
て
入
会
す
る
こ
と
が
事
務
的
に
困
難
な
場

合
に
は
任
意
団
体
と
し
て
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

団
体
の
権
利
義
務
は
個
人
と
同
じ
と
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、　
一
団
体
で
会

費
は
個
人
と
同
額
、
大
会
参
加
者
は

一
名
、
議
決
権
は

一
票
で
す
。
入
会

申
し
込
み
も
個
人
と
同
じ
く
毎
年
二
月
末
締
切
と
し
ま
す
。
申
込
用
紙
の

請
求
な
ど
、
詳
細
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。




